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.....小谷町長より表彰を受ける鈴木三木雄氏

鈴
木
三
木
雄
さ
ん
（
舟
渡
4

区
•
7
2
歳
）

は
、
昭
和
3
3
年
に
錦
水
流
野
上
錦
水
先
生

に
師
事
。
同

37
年
よ
り
吟
詠
指
導
を
開
始

し
、
温
厚
で
誠
実
な
人
柄
と
吟
道
の
心
を

常
と
し
て
指
導
に
当
た
ら
れ
、
多
く
の
傑

出
し
た
後
輩
を
育
成
し
ま
し
た
。

大
洗
町
芸
術
文
化
祭
に
は
、
第
一
回
か

ら
参
画
。
毎
回
の
発
表
に
は
、
中
心
的
役

割
で
他
流
、
自
流
の
枠
を
超
え
質
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
鈴
木
さ

ん
は
茨
城
県
吟
剣
詩
舞
総
連
盟
常
任
理
事

や
大
洗
町
芸
術
文
化
協
議
会
理
事
と
し

て
、
本
町
の
文
化
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

文
化
功
労
者

吟
詠
を
通
じ
て

埴
誡
の
文
化
賑
興
に
省
与

線
画
の
部

町
長
賞
阿
部

優
秀
賞
木
内

奨
励
賞
小
沼

水
越

II II II II II II II II II 

町
の
文
化
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
方
の
功
績
を
た
た
え
る
、
平
成
11
年
度
大
洗
町

文
化
功
労
賞
表
彰
式
及
び
第
2
5
回
芸
術
文
化
祭
入
賞
者
に
対
す
る
賞
状
授
受
式
が

11

月
3
日

（文
化
の
日
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
2
5
回
を
記
念
し
地
域
の
文
化
振
興
に
こ
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
芸
術
文
化

発
表
団
体
へ
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

文
化
功
労
者
ー
名
、
芸
術
文
化
祭
入
賞
者
49
名
、
感
謝
状
授
与
6
部
門
26
団
体
を

紹
介
し
ま
す
。

II II 
書
道
の
部

知
事
賞
高
柳
勝
寿
（
髭
釜
5
区
）

町
長
賞
小
野
瀬
順
義
（
寺
釜

12
区）

優
秀
賞

2
席

2
席

2
席

4
席

奨
励
賞

川

上

幸

子
(

2

丁
目
ー
区
）

菅

谷

邦

子
（
東
光
台
2
区
）

福
地
喜
千
夫
（
永
町
11
区）

楊
ま
さ
子
（
永
町
1
0
区
）

川
上
喜
代
（
新
町
7
の
3

)

海
老
澤
好

一
（
中
宿
ー
区
）

田
山
恵
子
（
祝
町
8
区）

福
地
洋
子
（
新
町
2
の
ー
）

杉
浦
芳
男
（
髭
釜
ー
区
）

小
野
瀬
真
弓
（
寺
釜
ー
区
）

米
川
光
男
（
永
町
1
6
の
3

)

岡
田
信
次
（
永
町
1
4
区
）

川
崎
昇
（
寺
釜
ー
区
）

金

沢

重

光
(

2

丁
目
3
区）

溝
口
克
江
（
明
神
町
9
区）

て
ん築

刻
の
部

知
事
賞
山
口
進
康
（
永
町
6
区）

町
長
賞
小
沼
久
夫
（
新
町
6
の

1

)

奨
励
賞
加
部
東
＿
二
男
（
明
神
町
4
区
）

政
常
（
角
一

3
の
ー
）

洋
江
（
新
町
9
の
ー
）

清
（
永
町
1
6
の
1

)

よ
て
（
載
前
ー
区
）

短
歌
の
部

知
事
賞
庄
司
千
代
子
（
仲
町
4
区
）

町

長

賞

辻

彦

三

（

角

一

2
の
2
)

奨
励
買
高
崎
夫
左
江
（
永
町
ー
区
）

鴨
川

靖
（
蔵
前
3
区）

堀
野
満
穂
（
前
原
ー
区）

II II 
写
真
の
部

知
事
賞
山
崎

町
長
賞
鈴
木

優
秀
賞
神
主

奨
励
賞
田
山

荻橋
本

西
村

II II II 
工
芸
美
術
の
部

知
事
賞
横
倉
ト
シ
（
東
光
台
3
区）

町
長
賞
中
根
幸
枝
（
祝
町
5
区）

優
秀
賞
打
田
照
子
（
新
町
1
0
区
）

川
崎
久
恵
（
五
反
田
ー
区
）

川
上
ち
ょ
子
（
永
町
3
区）

佐
藤
雅
子
（
祝
町
2
の
ー
）

石
田
政
代
（
永
町
1
6
の
ー
）

細
川
サ
ト
（
束
光
台
ー
区
）

久
保
木
雅
娃
（
髭
釜
ー
区）

窪
ふ
さ
子
（
永
町
1
3
区
）

俳
句
の
部

知
事
賞
川
崎
京
子
（
髭
釜
6
区）

町
長
賞
大
貫
千
代
子
（
浜
欠
）

奨
励
賞
稲
田
富
穂
（
髭
釜
11
の
1

)

II II II II 
奨
励
賞

II 
II 

吟
詠
剣
詩
舞

鱈
＊
＝
―
-
＊
罐
氏
に
文
化
功
彎
賞

芸
術
文
化
祭
入
賞
者
（敬
称
略
）

正
（
永
町
1
5
の

1

)

茂
治
（
ひ
た
ち
な
か
市
）

雅
央
（
祝
町
2
の
1

)

勝
造
（
寺
釜
1
0
区
）

直
樹
（
ひ
た
ち
な
か
市
）

照
三
（
水
戸
市
）

勝
美
（
水
戸
市
）
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第

31
回
日
展

関
桐
清
孝
さ
ん
（
贋
唇
）
が

国
図
に
初
入
選

芸術•文化の祭典
ヵ作hヽ`せ9日モろ9)

（
 

ll
月
3
日
文
化
の
日
を
中
心
に
芸
術

文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
文
化
セ
ン
タ
ー
に
は
、
書
道

を
は
じ
め
絵
画
や
工
芸
美
術
、
写
真
｀

俳
句
、
詩
、
短
歌
、
て
ん
刻
、
い
け
ば

な
、
趣
味
の
コ
ー
ナ
ー
、
小
中
学
生
の

作
品
な
ど
8
0
4
点
の
力
作
が
展
示
さ

れ
、
更
に
、
日
本
舞
踊
や
民
謡
｀
吟
詠

剣
詩
舞
、
俳
句
会
、
短
歌
会
、
茶
会
が

大
ホ
ー
ル
等
の
会
場
で
発
表
さ
れ
ま
し

た
。今

回
の
数
々
の
作
品
や
発
表
は
、
訪

れ
た
町
民
の
皆
さ
ん
の
心
に
感
動
を
与

え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
白
と
赤
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
と
そ

の
緻
密
な
芸
術
性
が
魅
力
」
と
語
る
関

根
清
孝
さ
ん
（
髭
釜

7
区）
。
日
本
美

術
展
覧
会
に
挑
戦
し
2
5
年
目
で
初
の
入

選
に
輝
い
た
。

て
ん薇

刻
を
始
め
る
き
っ
か
け
は
、
久
保

田
梅
里
先
生
（
水
戸
市
緑
町
在
住
）
が

遠
縁
に
あ
っ
た
た
め
、
子
ど
も
の
頃
か

ら
貝
聞
き
し
1
5
歳
の
と
き
に
あ
そ
び
半

分
で
始
め
た
と
の
こ
と
。

本
格
的
に
取
り
組
み
始
め
た
の
は
今

か
ら
2
5
年
前
。
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら

夜
中
ま
で
作
品
づ
く
り
に
集
中
し
、

一

年
か
け
て
制
作
し
た

5
¥
6
点
の
作
品

の
内
、
一
点
を
応
募
し
て
き
た
。
今
回

の
「
習
俗
異
性
」
が
ち
ょ
う
ど
2
5
回
目

の
作
品
。

「
死
ぬ
ま
で
に
は
日
展
に
入
選
し
た

い
。
」
と
の
思
い
で
応
募
し
続
け
て
き

た
と
謙
虚
に
語
る
関
根
さ
ん
。
「
初
入

入
選
作
品

選
し
た
今
は
、
意
欲
が
で
て
、
も
う

一

度
入
選
し
た
い
と
言
う
気
持
ち
が
湧
い

て
き
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

「
法
寸
の
技
」
に
魅
せ
ら
れ
着
実
に

地
歩
を
進
め
て
き
た
関
根
さ
ん
、
創
造

に
磨
き
を
か
け
て
次
回
の
日
展
へ
の
挑

戦
が
続
き
ま
す
。

‘、

山内啓司 中I三江ii渡遵文音 藤子加富士 古渡節子根伸佳関 上川一美川上源同大塚政弘 小川澄吼 鈴錦木源川光中潤 ＾ 敬称扇
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「千秋萬歳」

E
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3
山
口
進
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（
弧
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）
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E
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3
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）
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貰
千
代
子

水
平
線

遠
く
は
っ
さ
り

澄
む
も
秋

E
E臼
3
川
崎
京
子

爽
や
か
や

渚
へ
つ
‘
‘
つ
く

神
の
噌

爽
や
か
な
目
覚
め

し
さ誘

な
う
朝
空
にし

ら

「
野
バ
ラ
」
の
調
べ

町
に
流
る
る

彦
三
と
名
付
け
て

く
れ
し
父
よ
り
も

十
年
あ
ま
り

な

が

ら

え

て

お

り

9辻

彦

三

E
E
Iロ―
庄

司

千

代

子

（

前

原

青

嵐

）
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平成12年4月から Vol.9 

Q 要介璽偲定の緒果通孤が眉きましたが、このあとの手穏きはとうするのですか？
要介護認定申請をして、 「要支援」や 「要介護 1~5Jと認定された方は、どんなサービスをどれくらい利用するかと

いうケアプラン （介護サー ビス計画）を作成することになります。

ケアプランは 自分で作成することもできますが、要介護度に応じたサービスの支給限度額が設定されること等から、ケ

アマネージャ ー （介護支援専門員）に作成を依頼することをおすすめしま す。なお、ケアプランの作成費用については全

額が保険給付となりますので、 自己負担はありません。次のような手順で、ケアプランが作成され、来年 4月から サー ビ

スが開始されま す。

ケアプランの作成依頼
ケアマネ ージャ ーの配置されている居宅介護支援事業

者 （注 1)にケアプランの作成依頼をします。

要介護者の状態の把握
ケアマネ ージャ ーが利用者本人や家族に面接 し、抱え

ている問題点や解決すべき課題を把握します。

ケアプランの原案作成
在宅サービス事業者に関する情報が提供され、利用者

が希望にあったサー ビス事業者を選択します。

サービス担当者との連絡・調整 ケアプランの作成

者；；：；｀｀｀｀｀：言9者や利用 り ：：どこ：：ど言：｀ ナ`の1:：頁：こ

. ,  

利用者の同意
計画の内容を説明し 、計画が利用者の希望に合ってい

るか確認します。

介護サービスの利用
1割の負担でサービスが利用できます。

※ただし、現時点では、まだ各種サ ービスの介護報酬単

価が決定していませんので、要介護度に応じた正式なケ

アプランを 直ちに作成することはできません。 しかし、

平成 12年 4月のサービス開始に間に合わせるためにも、

ケアマネ ージャ ー （介護支援専門員）を配置している 下

記の居宅介護支援事業者にご相談下さい。

（
 

（
 

（注 1)居宅介護支援事業者 ＝ ケアマネ ージャ ーのいる施設

在宅介護支援センタ ー （ゆっくら館内 1階） 合 (267) 0130または (266)3021内線 17 

社会福祉協議会 （ゆっくら館内 1階） 合 (266)3021 

特別養護老人ホームひぬま苑 合 (267) 6617

(5) 広報おおあらい '99.72.6 



大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
た
秋
季

防
災
訓
練
が
10
月
3
0
日
、
大
洗
港
を
会
場
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

訓
練
に
は
、
町
消
防
本
部
・
消
防
署
員
、
消
防
団

員
約
2
5
0
名
の
ほ
か
、
町
地
域
防
災
協
力
員
や
町

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
員
な
ど
災
害
時
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
住
民
の
方
々
が
参
加
し

ま
し
た
。

：悶9
・トヒッワス

訓
練
は
、
大
洗
港
沖
を
震
源
と
す
る
直
下
型
地
震

が
発
生
。
町
内
で
は
震
度
6
を
記
録
し
、
町
内
各
所

で
家
屋
の
倒
壊
や
火
災
、
道
路
の
損
壊
な
ど
の
被
害

が
発
生
。
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
と
の
想
定
で
実

施
。
大
洗
港
第
4
埠
頭
に
災
害
対
策
本
部
（
現
場
指

揮
本
部
）
を
設
置
し
、
被
害
状
況
の
把
握
や
住
民
へ

の
広
報
、
避
難
誘
導
、
民
間
か
ら
の
被
害
状
況
の
収

集
な
ど
初
動
対
応
に
あ
た
る
一
方
で
、
県
の
防
災
航

空
隊
の
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
っ
て
の
上
空
か
ら

の
被
害
状
況
の
把
握
、
津
波
を
警
戒
し
て
の
海
面
監

視
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救
助
訓
練
や

車
両
内
部
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
要
救
助
者
の
救
助
や

地
震
で
消
火
栓
が
使
用
不
可
能
に
な
っ
た
と
の
想
定

で
海
水
を
使
用
し
た
消
火
放
水
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

大
地
震
発
生
＂
＂

＊
涜
濯
曜

P
陪
災
圃
繍

東
海
村
の
臨
界
事
故
の
直
後
に
町

で
は
、
農
水
産
物
を
は
じ
め
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
放
射
線
に
対

す
る
調
査
を
実
施
し
、
安
全
を
確
認

し
ま
し
た
が
、
イ
メ
ー
ジ
先
行
の
風

評
被
害
に
よ
り
、
農
水
産
物
や
加
工

品
の
出
荷
の
落
ち
込
み
や
水
族
館
、

マ
リ
ン
タ
ワ
ー
、
ゆ
っ
く
ら
健
康
館

な
ど
の
入
場
者
減
、
旅
館
や
ホ
テ
ル

の
キ
ャ
ン
セ
ル
な
ど
大
洗
町
の
各
産

業
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
ま
し

た。
こ
の
風
評
被
害
を
払
拭
す
る
た

め
、
1
0
月
2
9
日
東
京
新
橋
で
漫
遊

空
間
い
ば
ら
き
秋
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン

が
行
わ
れ
、
本
町
か
ら
は
、
旅
館
組

「風評被害」への取り組み

首都圏で

観光キャンペーン

合
、
民
宿
組
合
、
観
光
協
会
の
方
々

が
参
加
し
安
全
性
や
特
産
品
を
P
R

し
ま
し
た
。

11
月
9
日
に
は
、
本
町
に
多
く
の

方
々
が
訪
れ
る
埼
玉
嗅
や
栃
木
県
の

観
光
協
会
を
訪
問
、
安
全
性
を
訴
え

る
と
と
も
に

「
こ
れ
か
ら
は
あ
ん
こ

う
鍋
の
季
節
。
ぜ
ひ
大
洗
で
忘
年
会
、

新
年
会
を
」
と
大
洗
の
魅
力
を
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
旅
館
組
合
や
民
宿
組
合
、

観
光
協
会
も
独
自
に
県
内
外
で
安
全

性
を
P
R
し
、
風
評
被
害
の
払
拭
に

向
け
て
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

宣
言

l
ま
す

「
安
心•
安
ミ

い
ば
ら
き
の
県
産
品

q
 

重

し
・

｀
 

'99.12.6 広報おおあらい (6) 



1999年がまもなく終わろうとしています。この1年を

振り返ってみますと、 3月に新大洗水族館の起工式が行わ

れ、2003年3月の開館へ向け工事が開始されました。4
月1日には、健康福祉センター「ゆっくら健康館」がオー

プンとなり、たくさんの方々が温泉 ・プール・ジムでの健

康づくりに利用され、 8月末には lO万人の入館者数を記

録することができました。4月から5月にかけて町政懇談

会を行い、貴重なご意見やご提言をいただきごれからの

lllJづくりに是非反映させてまいりたいと思っております。

また、嗅内初の教科教室方式を採用した南中学校の工事も

順調に進み、 21世紀の担い手人材を育む学校として

2000年春に完成予定です。

夏季シーズンを前に7月4日に行われたクリーンアップ

作戦、 7月13日の大雨による海岸線の多蜃のごみ処理に

は、多くのみなさんのご参加をいただき無事海水浴ができ

る砂浜となり 、110万人の海水浴客が訪れました。昨年

に引き続いてのボランティア活動に心からお礼を申し上げ

ます。

9月30日には東海村で起こしてはならないJCO臨界事故が発生しまし

た。本町と しましても議会・漁協 ・水産加工・仲買人 ・商工会 ・農協の代

表者に参加いただき内閣官房副長官や科学技術庁長官へ原子力事業所の安

全審査基準の抜本的見直しや防災に対する機器の整備、環境対策、風評被

害に対する救済措置、財政措置等の要望書をもって強くお願いをしたとこ

ろであります。

こうした状況の中でll月末の「あんこう祭」に3万7千人が集まり風評

被害の払拭を図る取り組みをアピールできました。

寒さが増す中で、景気の悪い話は心が痛みます。景気は幾分回復の兆し

が見えてきたと言われていますが、依然として厳しく、特に本町では漁業

の不漁が続き、水産加工業においても全般的に厳しい状況にあります。一

日も早くこうした礫境から脱して元気なふるさとになりますように一生懸

命努力をしてまいります。地方自治体を取り巻く環境も、介護保険制度や

地方分権など新たな課題に的確に対応していかなければなりません。

まもなく2000年の幕開けです。1llJ民の皆様とともに21世紀を生きる

明日への意志をしっかりと持って希望にあふれた新しい時代を歩んでまい
りたいと思います。この1年間のこ支援こ＊協力に感謝するとともに新年が

輝かしい年でありますことをこ祈念いたします。

00 

゜高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
に

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

町
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

（篠
原
耕

造
会
長
）
が、

lO
月
27
日
に
長
野
市
で

開
催
さ
れ
た
「
国
際
高
齢
者
年
記
念
第

28
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」
の
席
上

で
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

町
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、

昭
和

43
年
に
結
成
さ
れ
23
ク
ラ
ブ
、
ー
、
ー

0
9
人
の
会
員
が
い
ま
す
。

当
連
合
会
は
、
毎
週
月
曜
日
に
朝
の

大
洗
町
長

小
谷
隆
兌

千
年
代
鰻
後
の
1
年
を
振
り
返
っ
て

海
岸
清
掃
を
実
施
、
ま
た
、

「花
い
っ

ぱ
い
運
動
」
の
推
進
な
ど
、
花
づ
く
り

を
通
じ
て
町
の
環
境
美
化
運
動

「こ
み

の
な
い
美
し
い
町
づ
く
り
」
の
中
核
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
健
康
づ
く
り
に
も
積
極
的
に

取
り
組
み

「
い
き
い
き
体
操
」
の
普
及

や
ペ
タ
ン
ク
大
会
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
を
開
催
す
る
な
ど
数
々
の
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

（
 

コンピュータ西暦aooo年間題への対応
西暦2000年問題とは？

コンピュータが西暦年数の下2桁のみを扱っていることにより 、1999年か ら2000年にな る際、

2000年ではなく 、1900年と認識し 、誤作動する可能性があるという問題です。

町においては、保有するシステム （機器）の修正及び模擬テストを完了しておりますが、町民の皆さんの

生活に重大な影響や混乱が起きないように、特に水道、電気などの安全確保についても関係機関より情報の

確認をしております。

(1)町における対応

・行動スケジュール

1999年12月31日 午後10時待機開始 （役場会議室）

2000年 1月 1日 午前 0時町内巡回状況確認

午前10時 庁内システム起動の確認

(2)原子力施設における対応

•原研大洗年末休暇 12 月 29 日～ 1 月 3 日まで

(JMTR • HTTR 運転停止）

12月29日～1月3日まで

（全施設運転停止）

‘、

「00年」 を

・サイクル機構大洗 ク

西暦2000年問題に対して、町民の皆様からの

相談窓口を開設します。

開設期間 平成11年12月10日から28日まで

平日午前9時から午後5時まで
合 (267)5111 総務課

(7) 広報おおあらい '99.12.6 



水
音
も
枯
を
促
す
も
の
と
し
て

髭

釜

川

崎

京

子

〔
評
〕
山
ふ
と
こ
ろ
の
何
沢
と
か
云
う

処、

一
筋
の
清
流
が
麓
に
向
け
て
走
り

下
っ
て
い
る
。
四
辺
の
草
木
は
い
ま
紅

葉
を
極
め
よ
う
と
し
て
お
り
、
中
に
も

あ
け
び

烏
瓜
や
通
草
な
ど
は
早
く
も
黒
す
ん
で

枯
色
を
見
せ
始
め
て
い
る
。
川
底
の
玉

石
を
せ
）
ら
ぐ
水
音
は
、
静
寂
の
中
の

唯

一
の
旋
律
と
な
っ
て
岸
辺
の
枯
れ
を

急
が
せ
て
い
る
よ
う
だ
。

石
段
を
昇
り
切
る
子
の
手
に
落
葉

桜

道

真

田

静

子

〔
評
〕
神
社
大
鳥
居
前
の
大
石
段
を
昇

る
大
人
達
を
追
っ
て
、
よ
う
や
く
最
上

段
へ
上
り
つ
め
よ
う
と
し
て
い
る
幼

児
。
よ
く
見
る
と
、
そ
の
小
さ
な
指
に

は
ど
こ
か
で
拾
っ
た
ら
し
い
美
し
く
も

色
づ
い
た

一
枚
の
紅
葉
が
挟
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
児
に
と
っ
て
は
、

こ
の
落
葉

は
大
事
な
宝
物
な
の
で
あ
る
。

神
磯
に
波
荒
れ
て
を
り
神
の
留
守

新

町

加

藤

宗

一

〔
評
〕
陰
暦
の
十
月

一
ぱ
い
、
神
々
は
、

男
女
の
縁
結
び
の
相
談
に
出
雲
大
社
へ

参
集
す
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
神
の
旅
で

あ
る
。
従
っ
て
そ
の
間
、
地
方
の
神
社

は
お
留
守
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
十

一

月

一
日
が
神
迎
と
な
る
。
海
よ
、
御
祭

．． ． ． 
懺
壇

ん
な
の
ひ

神
は
お
留
守
な
の
だ
。
少
し
穏
か
に
し

て
欲
し
い
と
、
こ
の
句
は
云
う
。

寺
門
出
て
す
ぐ
笹
鳴
に
会
ひ
に
け
り

新
町
岸
和
田
和
子

〔評
〕
こ
の
寺
門
は
、
筑
波
山
嶺
の
北

隣
に
位
置
す
る
峰
寺
山
西
光
院
の
山
門

で
あ
る
。
京
都
清
水
寺
の
舞
台
を
小
振

り
に
し
た
程
の
寺
の
廻
廊
に
仔
ち
、
冬

霞
む
関
東
平
野
を

一
望
に
し
た
昂
奮
が

ま
だ
醒
め
や
ら
ぬ
う
ち
、
門
外
の
土
手

の
草
む
ら
に
、
鳴
き
な
が
ら
と
び
跳
ね

る
可
愛
い
鴬
の
子
に
出
会
っ
た
の
で
あ

る
。

柿
好
き
の
友
を
想
ひ
て
柿
を
食
ふ

蔵

前

田

山

佳

風

〔
評
〕
筑
波
山
南
麓
の
柿
園
で
の
句
。

―
町
歩
程
も
あ
る
柿
畑
の
畦
の
上
に、

園
主
の
好
意
で
敷
か
れ
た
莫
産
へ
銘
々

か
じ

腰
を
下
し
て
謡
り
つ
い
た
椀
ぎ
た
て
の

柿
の
甘
さ
か
ら
、
ふ
と
柿
好
き
の
友
の

＇

こ
と
を
想
ひ
出
し
た
の
だ
。

深
呼
吸
何
度
も
し
た
き
秋
日
和

夏
海
大
貫
千
代
子

〔評〕

一
片
の
綿
雲
も
見
え
す
澄
み
切

っ
た
大
秋
晴
。
海
は
真
青
に
、
森
は
緑

に
、
山
は
紅
葉
に
照
り
映
え
て
、
そ
の

間
を
吹
き
渡
っ
て
く
る
風
に
は
、
し
み

じ
み
と
秋
の
香
気
と
云
っ
た
匂
い
が
漂

っ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
の
爽
や
か
さ
を

吾
が
胸
中
に
と
、

繰
り
返
し
深
呼
吸
を

●
後
稔
亀
泉
進

コ
ス
モ
ス
の
優
し
く
揺
れ
る
風
が
好
き

桜

道

上

野

君

枝

赤
や
黄
の
色
に
野
山
の
秋
深
し

祝

町

今

川

う

め

石
垣
を
跨
ぎ
て
白
き
干
大
根

祝

町

今

川

晟

耳
鳴
り
に
眠
れ
ぬ
夜
の
長
き
か
な

角

一

前

原

青

嵐

咲
き
残
る
水
引
草
に
触
れ
も
し
て

髭
釜
岸
根
世
司
子

根
釣
人
よ
き
大
礁
秋
晴
る
A

髭

釜

稲

田

富
穂

秋
潮
に
何
か
仕
止
め
し
根
釣
人

明
神
町
小
松
崎
美
代

心
こ
め
秋
の
靖
寺
鐘
を
撞
＜

東

光

台

田

中

勝

枝

崎
寺
の
苔
む
す
岩
も
冬
隣

髭
釜
清
水
拡

一
朗

古
き
門
埋
め
て
落
葉
の
新
し
き

金

沢

猿

田

俊

子

す
る
の
で
あ
る
。

星
月
夜
岬
の
ホ
テ
ル
浮
く
ご
と
し

新

町

酒

井

省

三

〔
評
〕
秋
。
月
が
な
く
と
も
、
満
天
に

煙
め
く
星
の
明
り
で
月
夜
の
よ
う
に
明

る
い
岬
。
そ
の
星
明
り
の
せ
い
か
、
渚

に
立
ち
並
ぶ
ホ
テ
ル
の
高
層
群
が
、
臼

あ

あ

た

か

堅
の
窓
に
灯
を
連
ね
て
、
恰
も
不
夜
城

の
よ
う
に
海
上
に
浮
き
上
っ
て
貝
え
る

の
で
あ
る
。

ほ
く
と
わ
だ
し
の

さえ；； g 滝
’Jっ ロ
スこ 1呆
マキ 育

＆スャ 園
’Jツラ
I’Jリ
スi I 
n 
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「エアーショー」

24~70mm +ワイドコンバージョンレンズ

西村勝美

► ツインリンク茂木での航空ショーを超広角レンズで撮

影しました。

「シジミ蝶」 オー ト

鈴木茂治

► マイクロレンズを使い蝶の目のあたりピントを合わせて

接写しました。

50mm F2.8 

F8 オー ト

フ↓“
戸に
口
Hi

C3-T

O

1
月
5
日

（

金

）

、

ひ

た

ち

海

浜

公

園

周

辺

コ

ー

ス

で

行

わ

れ

た

第

50

回

茨

城

県

高

等

学

校

駅

伝

競

走

大

会

で

大

洗

高

校

が

第

6
位

に

見

事

入

賞

し
ま
し
た
。

大

会

初

出

場

で

の

、

初

入

賞

に

陸

上

部

顧

問

の

小

沼

力

先

生

は

、

「
み

ん
な
よ
く
が
ん
ば
っ
て
く
れ
た
。
厳

し
い
練
習
の
成
果
で
す
。」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

メンバー紹介

l区桜井啓太

3区田山 寛豪

5区梅原 貴志

7区中山幸緒

(9) 

区

区

区

2

4

6

 

大川紘平

小倉新也

高橋和久

広報おおあらい '99.72.6 

g

第
50
回
茨
城
県
高
等
学
校
駅
伝

W

大
洗
高
校
が
第

6
位
に
入
賞



一
....「ウォー」力いつばいのさけび、大声コンテスト

（
 産業祭て

町に元気を
l l月3日、 大洗港第4埠頭イベントバースで大洗

町商工産業祭が盛大に開催されました。

会場では、不景気を吹き飛ばそうとさまざまな趣

向を凝らしたイベントやアトラクションが行われ、

商店会や企業、団体などの販売コーナーには地元の

特産品や新鮮な農水産物が並び大盛況、町内外から

訪れた大勢の方々で賑わいました。

＼、
第
3
位
増
田
裕
太
（
大
洗
柔
ク
）

小
学
3
年
生
の
部

大
洗
町
近
郊
柔
道
大
会

と
き
／
11
月
1
4
日
（
日
）

と
こ
ろ
／
総
合
運
動
公
園
体
育
館

小
学
1
年
生
の
部

第
3
位
青
柳
雄
紀
（
勝
武
館
）

敢
闘
賞
大
川
晴
久
（
大
洗
柔
ク
）

小
学
2
年
生
の
部

優
勝
菊
池
崚
（
大
洗
柔
ク
）

第
3
位
大
木
大
輔
（
勝
武
館
）

敢
闘
賞
宮
崎
翔
太
川
崎
真
由
美

中

東
茨
城
郡
子
ど
も
会
の
集
い

（
ス
ポ
ー
ツ
交
歓
会
）

と
き
／
11
月
1
3
日
（
土
）

と
こ
ろ
／
茨
城
町
運
動
公
園

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
優
秀
賞

磯
浜
町
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

女
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
優
良
賞

磯
浜
町
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

敢
闘
賞
大
川
千
寛
（
南
中
）

桜
丘

5
年
生

準
優
勝

優
秀
選
手
賞 大

洗
野
球
少
年
団

大
塚
健
太
郎

6
年
生

優
秀
選
手
賞小

松
崎
岬

敢
闘
賞

山
本
大
輔

▲夢を描きこむ夢篭球キラキラ橋に飾られます

田
山
淳
紀

大
洗
町
近
郊
学
童
野
球
大
会

と
き
／
10
月
31
日
（
日
）

と
こ
ろ
／
総
合
運
動
公
園
野
球
場

第
3
位

第
4
位

明
石

優
秀
選
手
賞

館）小
学
6
年
生
の
部

第
3
位
小
野
瀬
拓
見
（
勝
武
館
）

第
3
位
高
橋
秀
治
（
勝
武
館
）

中
学
1
年
生
（
男
子
）

優

勝

小

松

崎

亮

(

-中）

第
3
位
小
野
瀬
雅
仁
（
南
中
）

敢
闘
賞
井
上
善
章
（
南
中
）

中
学
1
年
生
（
女
子
）

第
3
位
桧
山
乃
渡
香
(
-
中
）

敢
闘
賞
大
内
梢
(
-
中）

中
学
2
年
生
（
女
子
）

優

勝

準
優
勝

大
洗

い
わ
ふ
ね

ァ
ッ
プ
ル

第

3
位

ク）小
学
4
年
生
の
部

準
優
勝

関
根
大
（
勝
武
館
）

佐
久
間
友
恵
（
勝
武
館
）

小
野
瀬
勇
斗
（
勝
武

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

と
き
／
10
月
31
日
（
日
）

と
こ
ろ
／
総
合
運
動
公
園
体
育
館

優
秀
選
手
賞

宮
川
佳
丈
（
大
洗
柔

秋
季
競
技
の
結
果
（
敬
称
略
）
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▲こまめなチェ ックが健康の秘けつ

みhなで広める
いきいさf爪9饒

lO月18日、食生活改善推進委員会（中山きみ

子会長）が親睦と研修会をかねて東京のお台場を

訪れ「いきいき体操」を披露しました。お台場は

フジテレビなどで有名な話題のスポットです。

参加した40名は、ゆりかもめの駅前広場で大

洗音頭にのせて軽快に「いきいき体操」を披露、

行き交う通行人も最初は「何事か」と珍しげな様

子でしたが、終了後はあたたかい拍手を受け大好

評でした。

(l l) 広報おおあらい '99.12.6 

地域でつくる
福祉の輪

lO月24日、祝町小学校体育館で社会福祉協議会祝

町支部主催による祝町福祉の集いが開催され、健康相

談や介護実習、ふれあいいきいき農作業で収穫された

サツマイモなども出品されたチャリティーバザーが行

われました。

また、参加した皆さんは、民謡やカラオケ大会、ハ

ワイアンダンスや社交ダンス、歌謡ショーなどで楽し

いひとときを過ごし、親睦を深めていました。

踊票庁て
景知●亡握手

10月18日、健康福祉センターで機能回復訓練をし

ている皆さんが「野外リハビリ」で新茨城県庁を訪れ

ました。

当日は、「茨城県人口300万人達成式典」が行われ

ており、 式典の終了後、思いがけす橋本県知事と握手、

記念撮影をする機会に恵まれ、参加した皆さんは「今

日はラッキーだったね」と感激していました。また、

25階展望フロアからの眺望も快晴に恵まれてク ッキ

リ。心身共にすばらしいリハビリとなりました。



【
1
1
0
番
の
し
く
み
】

皆
さ
ん
か
ら
の
l
l
0
番
は
県
内
の

ど
こ
か
ら
か
け
て
も

水
戸
市
笠
原
町
9
7
8
番
6

茨
城
県
警
察
本
部
通
信
指
令
課

に
つ
な
が
り
ま
す
。
通
信
指
令
課
で
は
、

事
件
事
故

み
ん
な
を
守
る

1
1
0
番

1
月
10
日
は

1
1
0
番
の
日
で
す

（
 

第

21
回
磯
節
全
国
大
会

開
催
の
お
知
ら
せ

そ
の
電
話
を
聞
き
な
が
ら
出
動
中
の
パ

ト
カ
ー
等
に
す
ぐ
に
無
線
で
指
令
、
あ

な
た
の
待
っ
現
場
に
急
行
す
る
よ
う
指

示
し
ま
す
。

【
上
手
な

1
1
0
番
の
か
け
方
】

あ
わ
て
す
に
落
ち
着
い
て

何
が
あ
っ
た
の
か

（
泥
棒
、
け
ん
か
、
交
適
事
故
）

い
つ
、
ど
こ
で

（
発
生
の
時
間
、
場
所
、
目
標
）

事
案
の
あ
ら
ま
し

（
事
件

．
事
故
の
様
子
、
け
が
人
）

犯
人
の
様
子

（
人
相
、
服
装
、
ナ
ン
バ
ー
、
逃
げ

た
方
向
）

あ
な
た
の
住
所
、
氏
名

（
事
件

・
事
故
と
の
関
係
、
霜
話
）

な
ど
を
話
し
て
く
だ
さ
い
。

【
大
洗
町
の
最
寄
り
の
交
番
は
】

水
戸
警
察
署
大
洗
地
区
交
番

磯
浜
町
6
8
8
ー
の

3
6
3

6

(
2
6
7
)
2
4ー

7

日
時
／
予
選
会

2
月
5
日
（
土
）

2
月
6
日

（日）

ひ
た
ち
な
か
市
那
珂
湊
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー

「
し
あ
わ
せ

プ
ラ
ザ
」

決
戦
会
2
月
日
日
（
金
）

茨
城
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

申
込
締
切
／
1
月
1
0
日
（
月
）

参
加
資
格
／
自
由
参
加
(

1

8

歳
以
上
）

キ
ラ
キ
ラ
橋

海
門
橋

Z
ー

G
H
T
Lー

V
E

出
場
人
員
／
3
5
0
名

参
加
料
／
2
、
5
0
0
円
（
昼
食
は
各

自
用
意
）

入
場
券
の
求
め
方
／

決
戦
会
場
で
の
当
日
入
場
券
(

2

`

5
0
0
円
）
及
び
前
売
券

(
2
、
0
0

0
円
）
は
、
各
民
謡
団
体
又
は
商
工
観

光
課

・
大
洗
町
観
光
協
会
ま
で
。

問
合
せ
／

商
工
観
光
課
（
内
線
3
3
2
)

ひ
た
ち
な
か
市
と
大
洗
町
を
結
ぶ
海

門
橋
を
電
球
で
飾
り
付
け
る
キ
ラ
キ
ラ

橋
海
門
橋
N

I

G

H

T

L
I
V
E
が

行
わ
れ
ま
す
。

期
間
／
1
2
月
5
日
1

平
成
12
年
2
月

6
日

点
灯
時
間
／

1
2
月
5
日
1
1
2
月
3
0
日

午
後
5
時
1
午
前
1
時

1
2
月
3
1
日
1
1
月

3
日

午
後
5
時
＼
午
前
6
時

1
月
4
日
1
2
月
6
日

午
後
5
時
＼
午
前
ー
時

イ
ベ

ン
ト
／
大
晦
日
キ
ラ
キ
ラ
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
那
珂
湊
商
工
会
議

所
前
、
一
里
塚
ロ
ー
ド
パ
ー
ク

※
星
形
ナ
ル
ト
の
入
っ
た
キ
ラ

キ
ラ
ラ
ー
メ
ン
の
無
料
配
布

(
2
0
0
0杯）

問
合
せ
／
商
工
観
光
課
（
内
線
3
3
0
)

＼ 役
場
一
般
業
務

役
場

一
般
業
務

年
末
／
1
2
月
2
8
日
（
火
）
ま
で

平
常
業
務

年
始
／
1
月
4
日
（
火
）
よ
り

平
常
業
務

問
合
せ
／
総
務
課
（
内
線
2
3
l
)

こ
み
収
集
業
務

1
2
月
3
1
日
か
ら

1
月
3
日
ま
で
ご

み
収
集
業
務
は
、
お
休
み
と
な
り
ま
す
。

年
末
／

も
え
る
こ
み

1
2
月
2
7
日
（
月
）

月
・
木
曜
日
地
区
収
集

1
2
月
2
8
日
（
火
）

火

・
金
曜
日
地
区
収
集

1
2
月
3
0
日
（
木
）

月
・
木
曜
日
地
区
収
集

も
え
な
い
こ
み

1
2
月
2
9
日
（
水
）

焼
却
場
へ
の
ご
み
の
持
込
み
（
搬
入
）

年
末
／
1
2
月
3
0
日
（
木
）
正
午
ま
で

年
始
／
1
月
4
日
（
火
）
よ
り

平
常
業
務

問
合
せ
／
生
活
環
境
課
清
掃
管
理
係

（
内
線
2
4
5
)

大
洗
・
旭

•

水
戸
環
境
衛

生
組
合
（
焼
却
場
）

6

(
2
6
7
)
2
8
2
9
 

斎
場
及
び
火
葬
業
務

年
末
／
1
2
月
3
1
日

（
金
）
ま
で

年
始
／
1
月
5
日
（
水
）
よ
り

※
火
葬
許
可
申
請
に
つ
い
て
は
、
前

日
ま
で
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ
／
生
活
環
境
課
斎
場
施
設
管

理
係

6

(
2
6
7
)
0
4
0
9

年
末
／
1
2
月
2
0
日
（
月
）
ま
で

年
始
／
1
月
5
日
（
水
）
よ
り

※
犬
の
引
取
り
は
、
毎
週
月
曜
日
、

午
前
11
時
5
5
分
＼
正
午
の
間
、
斎

場
前
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

そ
の
他
動
物
に
関
す
る
こ
相
談
は
、

県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー

6
0
2
9
6
(
7
2
)
1
2
0
0
ヘ

年
末
／
1
2
月
2
8
日
（
火
）
ま
で

年
始
／
1
月

4
日
（
火
）
よ
り

※
休
日
中
に
有
効
期
間
が
満
了
す
る

方
は
、
法
律
に
よ
り

1
月
4
日
が

有
効
期
間
満
了
日
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
／
水
戸
警
察
署
免
許
窓
口

6

(
2
3
3
)
0
1
1
0
 

運
転
免
許
事
務
取
扱
い

犬
の
引
取
り
に
つ
い
て

年
末
年
始
の

各
種
業
務
日
程
に
つ
い
て

'99.12.6 広報おおあらい (12) 



e., 

A
 

水道管（こ宅冬支度を
厳しい冬が訪れ、夜に冷え込んで気温が氷点下5度以下

になると、凍結による水道管の破裂が多くなります。

とくに風当たりの強い所や日陰、北向きにある水道管

や量水器には、早めに冬支度をしてください。

防寒具はこのように
0水道管に防寒具をつけていない

家庭では、早めに町の指定給水

装置工事事業者に依頼して保温

材を取りつけるようお勧めします。

0水抜き装置の付いていない屋外

用の立上り管は、不凍水栓（立

上り管の中の水を抜いて凍結を

防ぐ）に取り替えるようお勧め

します。

0量水器は、ピニール袋に発泡スチロールやぼろ布を詰めたもの

を量水器の箱の中に入れ、さらに段ボールなどを載せて保温し

てください。

ゞ
k
フ

／
）
 

法方

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
巻
く

温保の管り上立

量水器の保温方法
発泡スチロールくずなど
（ビニール袋に入れる） ダンボール

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど

国
民
年
金
Q
&
A

Q
わ
た
し
は
、
今
年
2
0
歳
に
な
る
学

生
で
す
が
、
国
民
年
金
に
は
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
。
将
来
年

金
は
も
ら
え
る
の
で
す
か
。

国
民
年
金
は
、

制
度
改
正
に
よ
り
、

昭
和
6
1
年
4
月
の

す
べ
て
の
人
が
2
0

2 
歳
か
ら

60
歳
ま
で
の
全
期
間
加
入
し

て
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る

制
度
に
な
り
ま
し
た
。
会
社
員
や
公
務

員
と
な
っ
て
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に

加
入
し
て
い
る
人
は
老
齢
基
礎
年
金
に

上
乗
せ
し
て
、
そ
の
年
金
制
度
か
ら
も

給
付
を
受
け
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

学
生
は
、
平
成
3
年
4
月
か
ら
強
制

加
入
と
な
り
ま
し
た
。
学
生
期
間
が
未

加
入
の
ま
ま
で
す
と
、
老
齢
基
礎
年
金

は
満
額
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
し
、
ケ
ガ
な

ど
で
障
害
者
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き

に
な
ん
の
給
付
も
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
現
在
は
、
学
生
が
、
病
気

や
ケ
ガ
な
ど
で
障
害
者
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
と
き
に
も
、
障
害
基
礎
年
金
の
給

付
の
対
象
と
な
り
得
る
よ
う
に
な
り
ま

凍って水がでないときは

水道管や蛇口にタオルなどを巻き、蛇口を開け、その上からぬ

るま湯をかけて、解かしてください。直接熱いお湯をかけると、

割れることがあります。漏Kの場合は、量水器の中にあるバルブを、

右に回すと水が止まります。

給水装置は皆さんの財産

家庭内に引き込まれた給水管と、この管に取り付けられている

止水栓や量水器（町の貸与品）、蛇□など給水装置は皆さんの財

産です。この給水装置の新設や改造、修理工事は、大洗町指定の

給水装置工事事業者が行い、その費用は皆さんの負担になります。

問合せ／大洗町水道課

合 (267) 5725

し
た
。
こ
の
よ
う
に
国
民
年
金
は
、
単

に
老
後
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
万

＿

の
と
き
に
も
年
金
を
支
給
し
て
生
活
を

支
え
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
年
金
の
将
来
に
つ
い
て

で
す
が
、
急
激
な
小
子
化
で
年
金
の
将

来
に
悲
観
的
な
見
方
が
多
く
、
特
に
若

い
人
を
中
心
に
年
金
へ
の
不
安
が
あ
る

こ
と
も
事
実
で
す
。
し
か
し
、
国
民
年

金
制
度
は
昭
和
3
6
年
の
創
設
以
来
、

様
々
な
改
革
を
経
て
時
代
の
変
化
に
対

応
し
、
国
民
生
活
の
安
定
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
年
金
制
度
は
社
会
保
隠
の
ひ
と
つ
と

し
て
国
民
全
体
で
支
え
て
ゆ
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
現

在
、
国
は
年
金
制
度
の
将
来
的
な
安
定

平
成
1
1
年
中
に
家
屋
の
全
部
ま
た
は

一
部
の
取
り
壊
し
が
あ
っ
た
場
合
、
そ

の
家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
は
、
平

成
1
2
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
の
で

「
家
屋
滅
失
届
」
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

届
け
出
用
紙
は
、
税
務
課
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
税
務
課
（
内
線
ー
4
4
)

家
屋
滅
失
届
に
つ
い
て

運
営
に
つ
い
て
継
続
的
な
検
討
を
重
ね

て
い
ま
す
が
、
い
す
れ
小
子
化
に
対
応

し
た
制
度
に
改
革
さ
れ
、
若
い
人
が
自
分

の
年
金
に
不
安
が
残
る
と
い
っ
た
こ
と
も

必
す
解
消
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

寄
付
あ
り
が
と
う

（敬
称
略
）

県
税
は
、
県
の
総
収
入
の
約
30
バ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
る
重
要
な
財
源
で
す
。

申
告
書
を
提
出
し
て
納
税
す
る

「法

人
事
業
税
」
「
コ
ル
フ
場
利
用
税
」
や

納
税
通
知
書
に
よ
る
「
個
人
事
業
税
」

「
自
動
車
税
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

県
税
事
務
所
や
凛
内
ほ
と
ん
ど
の
金

融
機
関
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
期
限
内
の
納
税
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
嗅
税
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、

最
寄
り
の
嗅
税
事
務
所

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

問
合
せ
／
水
戸
凛
税
事
務
所

6

(
2
2
1
)
4
8
0
0
 

▼一

金
5
l
、
3
0
0
円

教
育
振
興
基
金
と
し
て

磯
浜
町
6
8
B
l

石
井
千
代
乃

▼
大
漁
旗

(
5
0
、
0
0
0
円
相
当
）

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
装
飾
用
と
し
て

磯
浜
町
5
2
6
の
ー

飛
田
清
二

▼
大
漁
旗

(
5
0
、
0
0
0
円
相
当
）

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
装
飾
用
と
し
て

東
光
台
4
の
9

高

梨

省

三

▼
大
漁
旗

(
5
0
、
0
0
0
円
相
当
）

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
装
飾
用
と
し
て

大
貫
町
4
4

仲

島

洋

一

▼
一金
8
0
、
0
0
0
円

教
育
振
興
基
金
と
し
て

第
一
中
学
校

県
税
の
自
主
納
税
の
お
願
い

(13) 広報おおあらい '99.12.6 



＂ 

相
談
日
／
毎
週
金
曜
日

場
所
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
」

心
配
こ
と
相
談

本
年
も
1
2
月
ー
日
よ
り
歳
末
た
す
け

あ
い
運
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
は
、

歳
末
時
期
に
実
施
す
る
地
域
福
祉
｀
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

受
付
／
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

6

(
2
6
6
)
3
0
2
l
 

（
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
ー
階
）

※
1
2
月
1
7
日
（
金
）
ご
ろ
ま
で

に
寄
付
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

振
込
の
場
合
／
常
陽
銀
行
大
洗
支
店

普
通
預
金
4
8
0
8
1
6

共
同
募
金
会
大
洗
町
分
会

歳
末
助
け
合
い
運
動

会
長
小
谷
墜
売

※
入
金
を
確
認
後
に
領
収
書
を
発
行
い

た
し
ま
す
。

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

こ
協
力
の
お
願
い

r̀

 

ー
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

時
間
／
午
後
ー
時
3
0
分
1
3
時

※
第
ー
金
曜
日
の
み
弁
護
士
の
相
談

（
要
予
約
）
相
談
無
料

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会

6

(
2
6
6
)
3
0
2
l
 

親
子
魚
料
理
講
習
会

大
洗
町
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
会

主
催
に
よ
る
親
子
魚
料
理
講
習
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
、

地
元
産
の
魚
を
使
っ
て
料
理
を
つ
く
つ

て
み
ま
せ
ん
か
。

魚
に
は
頭
（
脳
）
の
働
き
が
良
く
な

る
「
D
H
A
」
や
体
に
良
い
脂
肪
「
E

P
A
」
が
た
く
さ
ん
は
い
っ
て
い
ま
す
。

魚
を
食
べ
て
健
康
な
身
体
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
こ
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時
／
平
成
1
2
年
1
月
2
2
日
（
土
）

午
前
9
時
か
ら
午
後
ー
時
ま
で

メ
ニ
ュ
ー
／
は
ま
ぐ
り
ご
は
ん
、
エ
ビ

団
子
｀
さ
ば
の
カ
レ
ー
炒
め
、

し
ら
す
と
コ
ー
ン
サ
ラ
ダ

場
所
／
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
栄
養
指
導
室

対
象
／
町
内
居
住
者
の
小
学
生
と
そ
の

親
1
5
組
（
申
込
み
先
着
順
）

持
参
品
／
エ
フ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

筆
記

用
具

申
込
み
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
健
康
増

進
係

6

(
2
6
6
)
l
o
l
o

「
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
こ
協
力
を .t l•呵

ふ
P

.

^

ル

●

,-

ー＂ん

が

・

”
9~•1,

"· 

，ヽ，
9
9

9＇ヽ 

9
9
い
ば
ら
き
読
書
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
第
3
3
回
茨
城
凛
読
書
振
興
大
会
）
に

お
い
て
図
書
室
の
石
井
照
子
さ
ん
（
寺

釜
9
区
）
に
茨
城
県
読
書
推
進
運
動
協

議
会
長
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

石
井
さ
ん
は
、
図
書
室
の
運
営
に
l
O

年
間
た
す
さ
わ
り
、
町
の
読
書
活
動
の

振
興
発
展
に
力
を
尽
く
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
「
多
く
の
人
達
に
本
に
親
し
ん
で

も
ら
い
た
い
」
と
受
賞
の
抱
負
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

図
書
室
の
石
井
さ
ん
に
感
謝
状

大洗文化センター

空調設備工事のお知らせ

大洗文化センター空調設備工事のため、各施設の

ご利用ができなくなります。

大変こ迷惑をおかけしますがこ理解と御協力をお

願いいたします。

詳しいお問合せは、各施設までこ連絡下さい。

【町民会館】合266-2442

期間

※ 

l2月6日（月） ～平成12年2月21日（月）

事務室は、平常どおり運営しております。

【中央公民館

期間

期間

漁村センター】合267-0230

l l月ll日（木） ～平成12年2月10日 （木）

【公民館図書室】合267-0230

l2月1日 （水） ～平成12年2月］ 0日（木）

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
的
と
し
て
古
本

市
を
行
い
ま
す
。
こ
家
庭
で
ご
不
要
に

な
っ
た
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
生
涯
学

習
課
ま
で
お
持
ち
下
さ
い
。

受
入
期
間
／
平
成
1
2
年
1
月
3
1
日
ま
で

（土
・
日
・
祝
日
を
除
く
9
時
1
1
6
時
）

受
入
場
所
／
生
涯
学
習
課

リ
サ
イ
ク
ル
の
方
法

皆
さ
ん
か
ら
お
持
ち
い
た
だ
い

た
本
を
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
ー
人
3
冊
ま
で
無
料
配

布
い
た
し
ま
す

受
入
れ
に
つ
い
て
の
お
願
い

・
破
損
、
汚
損
が
甚
だ
し
い
本
、

雑
誌
等
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

•
お
手
数
で
す
が
、
生
涯
学
習
課

ま
で
持
込
み
願
い
ま
す
。

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

町の人口と世帯
(l l月1日現在）

人口 20.119人 (+2)

男 9.910人 (-2)

女 10.209人 (+4)

世帯数 6,629戸 (+7) 

転入 58人 転出 57人

出生 13人 死亡 12人

畠

固定資産税（第3期）

納期は

12月27日迄です。
国民年金 (12月分）
納期は

12月28日迄です。

四
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月 日 曜 事業名 対象者 受付時間

機能回復訓練 腐害をもった方で機能回復讚練が必要な方 9:00~1100 

17 金

BCG接種 ッペルクリン反応検査で陰性の者 13.00~13.45 

機能回復訓練 障害をもった方で桐能1圃復訓練が必要な方 13:00~15・00 

21 火
（理学療法士指導）

12 ふれあい広場 乳幼児を持つ軋子 9・00~11:00 

国保相談 老人医療受給者証新槻交付者 9:00~ 1 1 • 3 0 

22 水

三種混合接種 生後3ヵ月～9()カ）1未i~の乳幼児 1300~13:45 

24 金 機能回復訓練
腐書をもったnで機能lil胤計籍が必要な方

9.00~1100 
（内科医診察指灼）

機能回復訓練 杯書をもった方で阻能侃1胤il礼が必要な方 900~1100 

11 火

ふれあい広場 乳幼聞を持つ栽子 9.00~llOO 

母親教室① 柾娠6カ）］～8ヵ月の1})産の方 9:15~9・30 

1 12 水

三種滉合接種 生後3ヵ月～90ヵ月未満1J)乳幼侃 13 00~13:45 

13 木 離乳食教室 生後3ヵ月～12ヵ月の乳幼見及び翡親 10:45~11:00 

14 金 機能回復訓練 腐害をもった方で慌能回復調棘が必要な方 900~11:00 

（健康福祉センター健康増進係）

えづら りょうま

江面良真くん

（永町75区の2 l歳ll力月）

●父

●母

正昭

直子

ささめ りか

笹目里香ちゃん

（桜道2区 l歳2カ月）

●父

●母

元気で明る＜優しい子に

育ってください

新年 (l月1日 0:02生）と

共に生まれてきたわが家の

アイドルです

アイドlL!

勝弘

里美

食
品
の
栄
養
表
示
基
準
が
設
け
ら

れ
「
食
塩
」
が
「
ナ
ト
リ
ウ
ム
」
で

表
示
さ
れ
ま
す
。

お
気
づ
き
の
方
も
い
る
で
し
ょ
う

が
、
市
販
食
品
の
包
装
な
ど
に
見
ら

れ
ま
す
。

食
塩
の
求
め
方

ポ
テ
ト
チ
ッ
フ
ス
の
場
合

食
塩
(
g)
1

1

ナ
ト
リ
ウ
ム
(
g
)

x

2

5

.

4

で
求
め
ま
す

2

5

O

ngx
2

5

.

4

1

1

0

.

6

3

5

g
 

食
塩
相
当
量
は
0

6
g
と
表
示

こ存じですか？
食塩の表示が

「ナトリウム」 に

疾
病
の
予
防
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
の
が
食
塩
中
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
で

す
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
食
塩
以
外
に
も

肉
や
魚
な
ど
の
食
品
に
含
ま
れ
て
い

る
の
で
表
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
き
ち
ん
と
把
握
し
て
か
し
こ

い
減
塩
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

日
本
人
の
食
生
活
の
実
態
か
ら
実

行
可
能
な
目
標
と
い
う
こ
と
で
「
一

日
l
O
g
以
下
」
の
塩
分
摂
取
量
と
定

め
ら
れ
ま
し
た
。
「
以
下
」
と
は
少

な
い
方
が
い
っ
そ
う
よ
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

減
塩
す
る
こ
と
の
大
切
さ
は
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
な
か
な
か
実
現
で
き

な
い
の
も
こ
の
減
塩
で
す
。

調
理
の
工
夫
（
塩
分
チ
ェ
ッ
ク
）

に
加
え
て
市
販
食
品
の
選
択
に
も
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

（管
理
栄
養
士

小

沼

ひ

さ

江

）

な
ぜ
「
食
塩
」
で
な
く

「
ナ
ト
リ
ウ
ム
」
な
の
？

栄養成分表示 (1袋57g当たり）

糖質

ナトリウム

（食塩相当量

エネルギー

たんばく質

脂質

318Kcal 

2.7g 
20.6g 

30.6g 
250mg 
0.6g) 

(l 5) 広報おおあらい '99.12.6 



是禿豚館の1中｀

nn......n̂ ‘さ

オキゴンドウ

! ~’’ 

全身真っ黒で、大きな口と白く鋭い歯は怖そうに見え、

昔の人々が、あのシャチと混同してシャチモドキという二

ックネームをつけてしまったオキコンドウ。しかし性格は

いたっておとなしく、大変温和な鯨類です。水族館のオキ

コンドウは体重400kgもある体ですから、食事の量は並大

抵ではなく、 1日に 18kgものアジやサバをペロっとたいら

げてしまいます。その体の大きさと迫力あるダイナミ ック

なジャンプは水族館の「スター」です。

｀ ` 
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